
遅延ポテンシャルが波動方程式の解であることの証明 2 p.424の別解 
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だから。

　と表せる。なぜなら　

が求まればの解
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上半平面で右の積分路
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も解もも

したがって、

よりでは

よりでは

にのみ依存する。もにのみ依存する。は球対称　
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